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村内の元気な高齢者のみなさんが

手がけた貼り絵の作品

平成２１年度施政方針

人も地域も輝く
　　緑豊かな原村

Vegetable Country

HARAMURA

「
元
気
な
子
ど
も
た
ち
の

　
　
　
　
　
　
　

遊
び
声
が
満
ち
溢
れ
る
村
」―

平
成
21
年
度
施
政
方
針

→

　

平
成
21
年
度
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

原
村
が
原
村
と
し
て
存
続
し
続
け
る
為
に
、
今
年
度
も
特
徴
あ
る

村
づ
く
り
を
進
め
て
行
か
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
村
の
こ
と
は
役

場
が
や
っ
て
く
れ
る
だ
ろ
う
と
い
う
の
で
は
な
く
、
自
分
達
の
地
域

は
自
分
達
で
発
展
さ
せ
な
く
て
は
と
い
う
積
極
性
が
期
待
さ
れ
ま

す
。
他
人
頼
み
で
地
域
が
良
く
な
る
筈
が
な
く
、
ま
し
て
や
他
所
か

ら
来
て
良
い
村
づ
く
り
を
や
っ
て
く
れ
る
人
な
ど
い
る
と
は
期
待
も

出
来
ま
せ
ん
。
総
て
自
己
責
任
、
地
域
＝
村
の
将
来
は
自
分
達
の
双

肩
に
あ
る
と
の
心
意
気
で
、
進
ん
で
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

折
か
ら
百
年
に
一
度
と
言
う
経
済
不
況
で
す
。
国
を
始
め
地
方
公

共
団
体
は
一
刻
も
早
く
、
こ
の
不
景
気
か
ら
脱
却
す
べ
く
種
々
の
対

策
を
講
じ
て
い
ま
す
が
、
な
か
な
か
回
復
の
兆
し
が
あ
り
ま
せ
ん
。

派
遣
社
員
が
職
を
失
い
、
就
職
の
内
定
が
取
消
さ
れ
、
ワ
ー
ク
シ
ェ

ア
リ
ン
グ
や
自
宅
待
機
が
一
般
的
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
が
更
に
不

景
気
を
押
し
上
げ
て
い
ま
す
。
大
企
業
は
充
分
な
内
部
留
保
を
持
っ

て
い
ま
す
が
、
自
己
の
組
織
を
守
っ
て
従
業
員
の
保
護
に
は
二
の
足

を
踏
ん
で
い
ま
す
。
ひ
と
こ
ろ
地
方
行
政
の
間
で
も
て
は
や
さ
れ
た

「
民
間
感
覚
」
の
本
質
と
は
、
一
体
何
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　

さ
て
、
本
村
地
域
経
済
を
活
性
化
さ
せ
る
平
成
21
年
度
の
一
般
会

計
予
算
は
、
35
億
８
千
万
円
と
な
り
、
対
前
年
度
比
３
・
１
％
の
増
で

す
。
国
が
平
成
20
年
度
で
行
っ
た
第
２
次
補
正
予
算
の
地
域
活
性

化
・
生
活
対
策
臨
時
交
付
金
を
受
け
て
の
前
倒
し
事
業
費
１
億
６
千

６
百
万
円
余
が
加
わ
り
ま
す
と
、
実
に
７
・
９
％
の
増
と
な
り
ま
す
。

当
然
の
こ
と
な
が
ら
地
域
の
景
気
回
復
を
願
っ
た
予
算
で
、
投
資
的

費
用
重
視
の
予
算
立
て
と
な
っ
て
い
ま
す
。
投
資
的
経
費
は
前
記
前

倒
し
分
も
含
め
ま
す
と
６
億
４
千
７
百
万
円
余
で
す
。

　

百
年
に
一
度
と
言
わ
れ
る
不
景
気
へ
の
対
応
、
公
共
工
事
を
多
く

し
、
商
工
業
へ
の
融
資
制
度
を
充
実
し
て
万
全
を
期
す
、
ま
た
失
職

者
へ
の
雇
用
対
策
と
し
て
役
場
で
の
ふ
る
さ
と
雇
用
枠
も
設
け
ま
し

た
。
農
業
へ
の
肥
料
高
騰
対
策
は
別
途
行
な
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
県

営
灌
漑
排
水
事
業
一
ノ
瀬
地
区
採
択
の
準
備
や
、
老
朽
化
し
た
そ
ば

コ
ン
バ
イ
ン
や
乾
燥
機
の
入
れ
替
え
を
予
定
し
ま
し
た
。

　

景
気
を
刺
激
す
る
為
の
公
共
工
事
と
し
ま
し
て
、
今
年
度
は
多
く

の
事
を
予
定
し
ま
し
た
。
主
な
物
と
し
ま
し
て
、
前
記
前
倒
し
事
業

の
保
育
所
未
満
児
棟
の
建
築
と
八
ヶ
岳
自
然
文
化
園
科
学
観
察
館
の

屋
根
葺
き
替
え
が
実
際
に
は
平
成
21
年
度
で
行
わ
れ
る
他
、
原
村
歴

史
民
俗
資
料
館
（
八
ヶ
岳
美
術
館
）
の
ア
ス
ベ
ス
ト
除
去
と
天
井

カ
ー
テ
ン
と
床
カ
ー
ペ
ッ
ト
の
取
替
え
、
中
学
校
給
食
棟
の
地
震
補

強
と
床
の
改
修
整
備
、
中
学
校
教
室
棟
１
階
と
管
理
棟
２
階
の
ト
イ

レ
改
修
、
中
央
公
民
館
の
地
震
補
強
と
ト
イ
レ
改
修
、
生
ゴ
ミ
処
理

機
の
脱
臭
装
置
改
修
等
を
行
う
他
、
役
場
庁
舎
の
地
震
補
強
改
修
を

２
ヶ
年
に
分
け
て
行
う
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

ソ
フ
ト
事
業
と
し
ま
し
て
は
、
引
き
続
き
下
水
道
債
に
つ
い
て
繰

上
げ
償
還
を
行
っ
て
負
担
を
軽
減
す
る
こ
と
の
他
、
国
保
税
に
つ
い

て
は
苦
し
い
中
で
す
が
値
上
げ
を
せ
ず
住
民
生
活
へ
の
負
担
を
求
め

な
い
こ
と
と
し
ま
し
た
。
65
歳
以
上
の
老
人
医
療
費
、
中
学
３
年
生

ま
で
の
乳
幼
児
医
療
費
、
障
害
者
、
母
子
父
子
家
庭
、
世
帯
主
等
の

医
療
費
無
料
化
は
、
引
き
続
き
行
っ
て
い
き
ま
す
。
ま
た
県
で
は
、
県

単
で
行
っ
て
い
る
福
祉
医
療
費
の
受
益
者
負
担
金
を
こ
の
10
月
か

ら
、
３
百
円
を
５
百
円
に
値
上
げ
す
る
こ
と
に
な
り
、
市
町
村
単
独

の
福
祉
医
療
費
も
こ
れ
に
相
い
乗
り
し
て
受
益
者
負
担
金
が
５
百
円

に
値
上
げ
さ
れ
ま
す
が
、
本
村
は
相
乗
り
し
て
い
ま
せ
ん
の
で
、
県

単
分
は
村
が
肩
代
り
し
ま
す
し
、
村
単
分
は
も
と
も
と
徴
収
さ
れ
ま

せ
ん
。
為
に
受
給
者
は
窓
口
負
担
分
の
満
額
が
償
還
払
い
（
給
付
）

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
住
民
生
活
に
と
っ
て
、
大
き
な
福
音
と
な

り
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
妊
婦
健
診
も
14
回
と
拡
充
し
、
出
産
に
対
す
る
不
安
を
と
り

除
き
ま
す
。
学
童
保
育
も
今
ま
で
ど
お
り
続
け
ま
す
が
、
学
童
ク
ラ

ブ
室
の
新
築
の
為
の
実
施
計
画
に
と
り
組
み
、
平
成
22
年
度
で
建
築

で
き
る
よ
う
に
準
備
し
ま
す
。

　

子
育
て
支
援
と
し
て
の
保
育
料
の
低
減
や
第
２
子
の
半
額
（
一
人

の
単
独
入
所
で
も
）
、
第
３
子
以
降
児
の
無
料
化
も
継
続
し
ま
す
。

病
児
病
後
児
保
育
の
他
３
歳
未
満
児
保
育
も
、
園
舎
の
完
成
と
共
に

拡
充
で
き
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
お
か
あ
さ
ん
方
の
社
会
へ
の
進
出
就

労
も
、
し
易
く
な
る
も
の
と
期
待
さ
れ
ま
す
。
通
園
通
学
補
助
も
従

来
ど
お
り
で
す
し
、
交
通
災
害
共
済
の
掛
金
補
助
も
ま
た
従
来
ど
お

り
行
な
っ
て
い
き
ま
す
。

　

公
共
交
通
は
大
変
な
課
題
で
す
が
、
茅
野
市
と
共
同
で
立
ち
上

げ
、
国
の
補
助
金
を
受
け
て
行
う
地
域
公
共
交
通
活
性
化
協
議
会
で

の
実
証
実
験
等
も
加
え
、
３
年
間
で
答
を
出
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

本
村
は
茅
野
市
方
面
だ
け
で
な
く
、
富
士
見
町
方
面
も
あ
り
ま
す
の

で
、
広
く
検
討
し
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　

ゴ
ミ
処
理
に
つ
き
ま
し
て
も
、
多
く
の
課
題
に
一
つ
ず
つ
と
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。
本
村
の
進
ん
だ
実
績
と
シ
ス
テ
ム
は
住
民
の
皆
さ
ん

の
ご
理
解
と
ご
助
力
に
負
う
と
こ
ろ
が
大
き
く
、
感
謝
し
て
お
り
ま

す
。
こ
の
優
れ
た
と
り
組
み
を
更
に
前
進
さ
せ
て
行
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
資
源
物
収
集
の
更
な
る
改
善
、
常
時
回
収
の
検
討
、
生
ゴ
ミ

の
自
家
処
理
を
主
と
し
た
シ
ス
テ
ム
の
構
築
、
可
燃
ゴ
ミ
の
減
量
、

粗
大
ゴ
ミ
の
扱
い
等
の
課
題
に
、
皆
様
の
お
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

原
村
一
般
廃
棄
物
減
量
等
推
進
審
議
会
の
提
言
に
よ
る
「
ゴ
ミ
の

日
本
一
少
な
い
村
宣
言
」
に
つ
い
て
も
、
実
施
で
き
る
よ
う
真
剣
に
と

り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

諏
訪
南
行
政
事
務
組
合
で
の
焼
却
灰
の
最
終
処
分
場
の
問
題
、
リ

サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
の
扱
う
内
容
や
規
模
、
運
営
方
法
の
問
題
、
ゴ

ミ
処
理
費
用
の
負
担
割
合
の
あ
り
方
等
の
検
討
等
も
、
と
り
組
む
べ

き
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　

国
の
行
う
定
額
給
付
金
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
誤
り
の
起
こ
ら

な
い
よ
う
確
実
な
事
務
処
理
を
心
掛
た
い
と
思
い
ま
す
。
特
に
振
り

込
め
詐
欺
の
暗
躍
等
が
取
り
沙
汰
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
被
害
に
遭

わ
な
い
よ
う
に
注
意
し
て
下
さ
い
。
役
場
か
ら
の
通
知
や
申
請
に
は

総
て
郵
便
に
よ
っ
て
行
い
、
電
話
や
訪
問
に
よ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。
ま
し
て
や
口
座
番
号
や
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
の
暗
証
番
号
を
聞
い

た
り
、
手
数
料
を
要
求
し
た
り
等
は
あ
り
得
ま
せ
ん
。
原
村
で
は
３

月
下
旬
か
ら
申
請
の
受
け
付
け
を
開
始
し
、
４
月
中
旬
か
ら
口
座
へ

の
入
金
を
始
め
ま
す
。
口
座
の
な
い
人
に
は
現
金
払
い
と
な
り
ま
す

が
、
解
ら
な
い
こ
と
は
役
場
に
問
い
合
わ
せ
て
下
さ
い
。
景
気
対
策
の

為
、
な
る
べ
く
地
元
で
使
う
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

役
場
は
住
民
の
皆
様
の
生
活
の
向
上
、
産
業
の
振
興
、
教
育
・
文

化
の
発
展
、
環
境
の
保
全
等
、
あ
ら
ゆ
る
命
題
に
対
し
て
、
今
年
度

も
日
夜
進
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
皆
様
の
切
な
る
ご
理
解
ご
協
力
を
お

願
い
致
し
ま
す
と
共
に
、
良
い
村
を
作
っ
て
行
く
よ
う
積
極
的
な
ご

参
画
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

引
き
続
き
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
戴
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
し
て
平

成
21
年
度
の
施
政
方
針
と
致
し
ま
す
。

→

原
村
長

　
　
　

清
水　

澄
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予
算
編
成
に
あ
た
っ
て

　

サ
ブ
プ
ラ
イ
ム
ロ
ー
ン
問
題
に
端
を
発
し
た
金
融
市
場
の

混
乱
は
、米
国
の
み
で
な
く
欧
州
へ
と
波
及
し
、世
界
同
時

不
況
の
様
相
を
呈
し
て
き
て
お
り
、日
本
経
済
に
と
っ
て
も

株
価
の
下
落
、円
高
の
進
行
、景
気
後
退
に
伴
う
雇
用
情
勢

の
悪
化
な
ど
、先
の
見
え
な
い
混
沌
と
し
た
状
況
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
始
ま
っ
た
平
成
21
年
度
予
算
編

成
で
は
あ
り
ま
す
が
、子
育
て
支
援
事
業
の
拡
充
、学
校
施

設
・
公
共
施
設
等
の
地
震
補
強
工
事
を
進
め
る
一
方
で
、緊

急
雇
用
創
出
事
業
な
ど
国
の
雇
用
対
策
や
景
気
対
策
な
ど

を
踏
ま
え
積
極
的
な
予
算
計
上
を
行
い
ま
し
た
。

今年度予算のあらまし

■
一
般
会
計　

○
予
算
規
模

　

平
成
21
年
度
の
一
般
会
計
歳
入

歳
出
予
算
総
額
は
、
総
務
費
や
教

育
費
な
ど
の
伸
び
を
受
け
前
年
度

当
初
予
算
額
を
３
・
１
％
上
回
る

35
億
８
０
０
０
万
円
と
な
り
ま
し

た
。
さ
ら
に
、
２
月
末
に
平
成
20
年

度
補
正
予
算
と
し
て
前
倒
し
計
上

し
、
予
算
繰
越
を
行
っ
た
保
育
所

未
満
児
棟
建
設
事
業
、
自
然
観
察

科
学
館
屋
根
改
修
第
２
期
事
業
な

ど
を
加
え
る
と
７
・
９
％
の
大
幅
な

上
昇
と
な
り
ま
す
。

 

○
歳
入
の
状
況

　

歳
入
の
構
成
比
で
は
、本
年
度
も

地
方
交
付
税
が
37
・
７
％
と
最
も
大

き
く
、続
い
て
村
税
23
・
０
％
、以
下
、

村
債
、繰
入
金
、諸
収
入
、県
支
出
金
、

繰
越
金
、国
庫
支
出
金
、地
方
譲
与

税
の
順
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

歳
入
で
最
も
増
加
し
た
科
目
は
村

債
で
、臨
時
財
政
対
策
債
や
役
場
庁

舎
等
の
耐
震
化
に
伴
う
防
災
対
策
事

業
債
の
増
額
に
よ
り
対
前
年
度
比

１
０
１
・
６
％
の
増
加
と
な
り
ま
し
た
。

地
方
交
付
税
で
は
、前
年
度
か

　
　
　
　

ら
の「
地
方
再
生
対
策

費
」の
ほ
か
、「
地
域
雇
用
創
出
推
進

費
」が
創
設
さ
れ
た
こ
と
や
、税
収
の

減
に
伴
う
基
準
財
政
収
入
額
の
減
額

等
を
勘
案
し
、普
通
交
付
税
で
は
前

年
度
に
対
し
４
０
０
０
万
円
増
の
13

億
円
を
、特
別
交
付
税
は
５
０
０
０

万
円
を
計
上
し
ま
し
た
。

村
税
で
は
、個
人
住
民
税
が
雇

　
　
　
　

用
情
勢
の
悪
化
な
ど
を

踏
ま
え
４
・
８
％
減
の
３
億
１
８
８
４

万
円
を
、法
人
住
民
税
に
つ
い
て
も

法
人
税
割
の
減
収
に
よ
り
５
・
５
％

減
の
３
７
８
０
万
円
を
見
込
み
ま
し

た
。固
定
資
産
税
は
、新
増
築
家
屋

の
建
築
等
に
よ
る
増
額
と
評
価
替
え

に
伴
う
減
額
か
ら
前
年
度
並
み
の
４

億
１
８
６
９
万
円
を
見
込
ん
だ
こ

と
で
、村
税
総
額
は
２
・
２
％
減
の
８

億
２
４
２
９
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

譲
与
税
及
び

交
付
金
で
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

平
成

21
年
度
か
ら
の
道
路
特
定
財
源
の
一

般
財
源
化
に
伴
い
、「
地
方
揮
発
油

譲
与
税
」を
新
設
し
た
ほ
か
、自
動

車
取
得
税
交
付
金
や
地
方
特
例
交

付
金
に
つ
い
て
は
、税
制
改
正（
低
燃

費
車
・
低
公
害
車
等
に
対
す
る
税
率

軽
減
）を
踏
ま
え
調
整
を
行
い
ま
し

た
。基

金
繰
入
金
は
、２
億
７
８
８
２

　
　
　
　
万
円
で
、
内
訳
と
し
て

は
、減
債
基
金
１
億
５
０
０
０
万
円

の
ほ
か
、義
務
教
育
施
設
整
備
基
金

５
０
０
０
万
円
、土
地
開
発
基
金

３
２
０
０
万
円
、庁
舎
建
設
基
金

２
０
０
０
万
円
、農
業
振
興
基
金

１
５
０
０
万
円
な
ど
を
計
上
し
ま

し
た
。

村
債
で
は
、臨
時
財
政
対
策

　
　
　

 　

債
が
１
億
８
０
０
０
万

円
と
最
も
多
く
、次
い
で
防
災
対
策

事
業
債（
役
場
庁
舎
、中
央
公
民
館
）

１
億
７
０
０
万
円
、農
業
基
盤
整
備

事
業
債
２
７
０
万
円
と
な
り
、総
額

で
は
前
年
度
よ
り
１
０
１
・
６
％
増

の
２
億
８
９
７
０
千
円
と
な
り
ま
し

た
。

特集

今
年
度
予
算
の
あ
ら
ま
し

「
人
も
地
域
も
輝
く
緑
豊
か
な
原
村
」
に
向
け
て

その他の依存財源

地方譲与税

国庫支出金

県支出金

村債

地方交付税

その他の自主財源

諸収入

繰越金

繰入金

村税

依存財源

自主財源

村税　8億2429万円
村民税、固定資産税など
村に納める税金

繰入金　2億7882万円
基金などを取り崩し、
歳入に充てるもの

諸収入　1億5010万円
村の預金の利子や貸付金
の元利収入など

繰越金　1億3000万円
前年度から今年度に
持ち越されたお金

・分担金及び負担金
・財産収入
・使用料及び手数料
・寄付金

4770万円
2690万円
2679万円
10万円

その他の自主財源　1億149万円

国庫支出金　1億898万円
村の特定の仕事に対して
国から交付されるお金

県支出金　1億4162万円
村の特定の仕事に対して
県から交付されるお金

地方譲与税　9500万円
自動車重量税など本来
地方税に属される税金を
国が徴収し、
村に譲与されたお金

村債　2億8970万円
村が外部から調達した
資金（借金）

地方交付税　13億5000万円
行政サービスの一定水準の確保
のため、所得税などの国税の
一部が国より交付されるお金
　

・地方消費税交付金
・自動車取得税交付金
・地方特例交付金
・利子割交付金
・交通安全交付金
・配当割交付金
・株式等譲渡所得割交付金

6000万円
3000万円
1400万円
250万円
150万円
100万円
100万円

その他の依存財源　1億1000万円

一般会計の歳入

23.0%

7.8%

4.2%
3.6%

2.9%

37.7%

8.1%

4.0%
3.0%
2.7%
3.0%

35億8000万円
歳　入

自主財源（41.5％）
14億8470万円

依存財源（58.5％）
20億9530万円

入湯税

たばこ税

軽自動車税

固定資産税

村民税（法人）

村民税（個人）

8億2429万円
村税の内訳

村民税（個人）
3億1884万円

入湯税
96万円（0.1%）

村民税（法人）
3780万円

固定資産税
4億1869万円

軽自動車税
2220万円（2.7%）

たばこ税
2580万円（3.1%）

会　計　名
一般会計
　　国民健康保険事業会計
　　国保直営診療施設会計
　　有線放送事業会計
　　農業者労働災害共済会計
　　老人保健会計
　　後期高齢者医療会計
　　　　　　　　収益的収入
　　　　　　　　収益的支出
　　　　　　　　資本的収入
　　　　　　　　資本的支出
　　　　　　　　収益的収入
　　　　　　　　収益的支出
　　　　　　　　資本的収入
　　　　　　　　資本的支出

　　水道会計

　　下水道会計

２１年度予算額
35億8000万円
8億7200万円
7600万円
4150万円
110万円
110万円
5670万円

1億5094万円
1億4171万円
1600万円

１億3399万円
3億9801万円
2億9378万円
１億8707万円
3億9885万円

２０年度予算額
34億7300万円
7億9000万円
6900万円
3400万円
110万円
6550万円
6800万円

1億5078万円
1億4973万円

0円
4525万円

4億3393万円
3億3237万円

1千円
2億2040万円

対前年比
3.1％
10.4％
10.1％
22.1％
0.0％

‒98.3％
‒16.6％
0.1％
‒5.4％

  皆 増　
196.1％
‒8.3％
‒11.6％
ー　  
81.0％

特

別

会

計
　

企

業

会

計

38.7%

4.6%

50.8%

会計別予算額

平成21年度一般会計は
３５億８０００万円

―平成21年度のスタートです―
厳しい財政状況が続いてはいますが、必
要な施策を行うため、予算総額は前年比
３億4838万円の増額となりました。安
全安心そして安定した地域社会の確立
のために、今年度も効果的に予算を執行
していきます。
一般会計、特別会計、企業会計の予算
（総額55億9673万円）の内容を今月
号で特集します。



今年度予算のあらまし

　

■
一
般
会
計　

歳
出
の
状
況

総
務
費
で
は
、役
場
庁
舎
耐
震

　
　
　
　

補
強
改
修
工
事
・
監
理
料

１
億
１
７
５
８
万
円
を
新
規
事
業

と
し
て
計
上
し
た
ほ
か
、公
共
交
通

推
進
事
業
５
３
３
万
円
、衆
議
院
議

員
総
選
挙
５
０
０
万
円
、村
有
林

（
土
捨
場
）復
旧
工
事
３
７
１
万
円

を
新
た
に
計
上
し
ま
し
た
。ま
た
、

継
続
事
業
の
若
者
定
住
促
進
事
業

１
２
５
０
万
円
、中
央
高
原
道
路
案

内
集
合
看
板
等
の
設
置
６
６
５
万

円
に
つ
い
て
も
前
年
度
よ
り
増
額
し

て
予
算
計
上
し
て
い
ま
す
。

民
生
費
で
は
、障
害
者
自
立
支

　
　
　
　

援
法
関
係
扶
助
７
９
２
７

万
円
、老
人
医
療
費
特
別
給
付
金

７
４
５
０
万
円
、介
護
保
険
広
域

連
合
負
担
金
７
４
１
５
万
円
、国

保
会
計
繰
出
金
６
８
１
５
万
円
、

後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
負
担

金
５
９
８
３
万
円
、児
童
手
当
給
付

事
業
５
７
０
８
万
円
な
ど
、継
続
事

業
で
非
常
に
高
額
な
予
算
を
要
す
る

事
業
が
多
く
あ
り
ま
す
。保
育
所
未

満
児
棟
建
設
事
業
を
前
倒
し
し
平

成
20
年
度
繰
越
事
業
と
し
た
た
め
、大

き
な
ハ
ー
ド
事
業
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

保
育
所
緊
急
通
報
装
置
設
置
工
事
50

万
円
を
新
規
に
計
上
し
て
い
ま
す
。

衛
生
費
で
は
、19
年
度
に
お

              

い
て
債
務
負
担
行
為
を

行
っ
た
久
保
地
尾
根
墓
地
購
入

１
９
７
０
万
円
の
ほ
か
、継
続
分
と

し
て
、諏
訪
南
行
政
事
務
組
合
負

担
金
９
２
９
８
万
円（
ご
み
処
理

８
８
４
９
万
円
、斎
場
４
４
９
万

円
）、南
諏
衛
生
施
設
組
合
負
担
金

７
３
３
０
万
円
、諏
訪
中
央
病
院
組

合
負
担
金
５
７
５
９
万
円
が
大
き

い
ウ
エ
イ
ト
を
占
め
て
い
ま
す
。ま

た
、保
健
衛
生
費
で
妊
婦
・
乳
児
健

診
事
業
が
妊
婦
健
診
の
回
数
増
に
よ

り
増
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

農
林
業
費
で
は
、需
要
対
応
穀

　
　
　
　

物
生
産
強
化
事
業
と
し

て
そ
ば
コ
ン
バ
イ
ン
・
乾
燥
機
の
購

入
費
用
７
５
３
万
円
を
新
規
に
計

上
し
ま
し
た
。継
続
事
業
と
し
て

は
、中
山
間
地
域
直
接
支
払
制
度
補

助
３
５
６
４
万
円
、農
作
物
安
値
対

策
１
２
２
７
万
円
、土
地
改
良
施
設

維
持
管
理
適
正
化
事
業
９
４
６
万

円
な
ど
が
あ
り
ま
す
が
、県
営
事
業

負
担
金（
田
園
空
間
整
備
事
業
、中

山
間
地
域
総
合
整
備
事
業
）に
つ
い

て
は
、事
業
進
捗
に
よ
り
大
き
く
減

少
し
て
い
ま
す
。

商
工
費
で
は
、中
小
企
業
へ
の

　
　
　
　

融
資
枠
拡
大
に
向
け
て
、

村
制
度
資
金
預
託
金
を
２
２
０
０

万
円
増
額
し
６
５
０
０
万
円
と
し

た
ほ
か
、保
証
料
補
給
金
を
増
額
し

９
０
０
万
円
と
し
ま
し
た
。観
光
費

で
は
、八
ヶ
岳
自
然
文
化
園
管
理
委

託
２
９
０
０
万
円
の
ほ
か
、新
規
事

業
と
し
て
、ペ
ン
シ
ョ
ン
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
広
場
整
備
６
０
０
万
円
、自
然

文
化
園
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
広
場
整
備

５
０
０
万
円
、温
泉
揚
湯
ポ
ン
プ
等

購
入
費
用
４
５
０
万
円
を
そ
れ
ぞ

れ
計
上
し
ま
し
た
。

土
木
費
で
は
、下
水
道
会
計
へ

　
　
　
　

の
負
担
金
及
び
補
助
金

と
し
て
総
額
２
億
９
３
０
０
万
円

を
、ま
ち
づ
く
り
交
付
金
事
業（
道

路
整
備
）４
５
０
０
万
円
、道
路
維

持
補
修
工
事
１
５
２
４
万
円
、村
単

道
路
改
良
事
業（
南
原
）４
９
０
万

円
を
そ
れ
ぞ
れ
計
上
し
ま
し
た
が
、

総
事
業
費
と
し
て
は
前
年
度
よ
り
減

少
し
て
い
ま
す
。

消
防
費
で
は
、常
備
消
防
に

　
　
　
　

 

係
る
広
域
連
合
負
担
金

１
億
２
２
８
０
万
円
の
ほ
か
、継

続
事
業
と
し
て
、住
宅
耐
震
改
修

事
業
１
２
０
万
円
、地
震
災
害
等
に

備
え
た
避
難
場
所
案
内
板
の
設
置

68
万
円
を
計
上
し
ま
し
た
。

教
育
費
で
は
、学
校
関
係
と

               

し
て
平
成
20
年
度
実
施

の
中
学
校
体
育
館
の
地
震
補
強
・
改

修
工
事
に
引
き
続
き
、中
学
校
給
食

棟
地
震
補
強
・
改
修
工
事
及
び
監
理

業
務
費
用
５
０
８
５
万
円
を
、中

学
校
教
室
棟
・
管
理
棟
ト
イ
レ
改
修

工
事
１
７
８
２
万
円
を
計
上
し
ま

し
た
。ま
た
、社
会
教
育
関
係
と
し

て
中
央
公
民
館
地
震
補
強
・
ト
イ
レ

等
改
修
工
事
、監
理
費
２
６
１
５
万

円
を
、美
術
館
内
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
・
ア

ス
ベ
ス
ト
除
去
工
事
５
２
０
０
万

円
、弓
振
グ
ラ
ン
ド
フ
ェ
ン
ス
設
置

工
事
５
３
１
万
円
を
新
規
事
業
と

し
て
計
上
し
ま
し
た
。

諸
支
出
金　
で
は
、普
通

　
　
　
　
　
　
　
　

 

財
産
取
得
費

と
し
て
、旧
諏
訪
バ
ス
回
転
場
用
地

を
原
村
土
地
開
発
公
社
か
ら
買
い

取
る
費
用
３
２
８
３
万
円
を
計
上

し
て
い
ま
す
。

その他
繰出金
物件費
補助費等
普通建設事業費
扶助費
公債費
人件費

予備費等
公債費
教育費
消防費
土木費
商工費
農林業費 衛生費

民生費
総務費
議会費

・総務管理費
・徴税費
・住民基本台帳費

5億1947万円
4758万円
2605万円

総務費　6億204万円
役場の庁舎管理など
全般的な事務経費

・社会福祉費
・児童福祉費

5億6104万円
2億7254万円

民生費　8億3379万円
高齢者や障害者、児童の
ための福祉全般の経費

・保健衛生費
・清掃費

1億6261万円
1億7633万円

衛生費　3億3894万円
各種検診やごみ処理など
の経費

・農業費
・林業費　

1億6606万円
194万円

農林業費　1億6800万円
ほ場整備事業など
農業全般的な経費

議会費　6057万円
原村議会運営のための経費

・商工振興費
・観光費
・中央高原管理費

8337万円
625万円
7044万円

商工費　1億8589万円
商工業の振興や観光事業などの経費

・道路橋梁費
・下水道費

1億2399万円
2億9300万円

土木費　4億2005万円
道路・河川などを整備する経費

・小学校費
・中学校費
・社会教育費

5177万円
6331万円
1億496万円

・常備消防費
・非常備消防費
・防災対策費

1億2280万円
2177万円
365万円

教育費　4億9932万円
小・中学校などの運営や
社会教育などの経費

公債費　2億8600万円
村が借りているお金を
返済するための経費

消防費　1億5057万円
消防・防災にかかる経費

0.1%

予備費　
200万円

1.7%

16.8%

23.3%

9.5%4.7%5.2%

11.7%

4.2%

13.9%

8.0%

う
い
あ

35億8000万円
歳出（性質別）

義務的経費（38.0％）
13億6054万円

投資的経費（13.4％）
4億8105万円

その他経費（48.6％）
17億3841万円

人件費　7億8415万円
職員・議員等に対し勤労の
対価、報酬として支払われる
経費

扶助費　2億9039万円
児童福祉法等に基づき
被扶助者に対し支給する
経費など

公債費　2億8600万円
村が借りているお金を
返済するための経費

普通建設事業費　4億8105万円
道路、橋梁、学校、庁舎の建設や
大規模改修事業に要する経費

・貸付金
・維持補修費
・積立金
・予備費

7222万円
2982万円
2762万円
200万円

繰出金　1億8716万円
一般会計と特別会計間に
おいて支出される経費

物件費　5億3207万円
消費的性質の経費

その他　1億3166万円

補助費等　8億8752万円
各種団体や個人に支払われる
補助金、負担金などの経費

21.9%

8.1%

8.0%

13.4%

24.8%

14.9%

5.2% 3.7%

地方公共団体が行う事業を目的別に分類するもので、
行政サービスの水準や行政上の特色などを知ることができます。

一般会計の歳出 性質別
地方公共団体の経費を性質別に分類するもので、
義務的経費、投資的経費、その他の経費に区分できます。
義務的経費は、人件費、扶助費、公債費で、
支出が義務づけられている経費です。
投資的経費は、道路や公共施設の建設といった行政水準の
向上にかかる経費で、普通建設事業費で構成されます。

般会計の歳出 科目別一

特集

今年度予算のあらまし

7 6

諸支出金　3283万円
普通財産の取得費など

0.9%

35億8000万円
歳出（科目別）
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k
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特　

集

ト
ピ
ッ
ク
ス

暮
ら
し
の
情
報

村
づ
く
り
通
信

行
政
情
報

保
健
・
福
祉
の
掲
示
板

今年度予算のあらまし特集

平 成 21年 度
主な事業金額は１万円未満を四捨五入

しています。●は新規事業です。

健康と幸せを誇れる福祉の村づくり
●生活サポート事業

●生きがいデイサービス事業

●障害者等共同作業訓練事業

●障害者自立支援法関係扶助

●重度身障福祉年金

●広域連合負担金（八ヶ岳寮）

●地域福祉推進事業

●社会福祉協議会運営費補助

●世帯主医療特別給付

●重度心身障害者医療費特別給付

●国保会計繰出金

●高齢者等生活支援事業（福祉輸送サービ　　ス・生活援助等）

●老人施設入所措置費

●敬老年金（村単）

●老人医療費特別給付金

●特定高齢者生活機能評価・介護予防教室

●介護保険関連　広域連合負担金

●後期高齢者医療広域連合負担金

●後期高齢者医療特別会計繰出金

●広域入所委託料

●児童手当給付事業（扶助費分）

●乳幼児等医療特別給付

●子育てフォローアップ事業

●緊急通報装置設置工事

●通園補助

●子育て支援特別事業

●母子家庭等医療費給付事業

●諏訪中央病院組合負担金

●人間ドッグ・特定健診補助

●妊婦・乳児健診委託

139万円

224万円

610万円

7,927万円

192万円

364万円

320万円

491万円

390万円

2,250万円

6,815万円

837万円

761万円

572万円

7,450万円

261万円

7,415万円

5,983万円

1,816万円

1,248万円

5,708万円

1,449万円

244万円

50万円

125万円

2,602万円

254万円

5,759万円

297万円

537万円

人と自然を大切にした住みよい村づくり
●公共交通推進事業

●中央高原再生事業（道路案内集合看板）

●若者定住促進事業

●諏訪南行政事務組合（火葬場）

●久保地尾根墓地整備事業

●合併浄化槽・排水処理施設補助

●資源物収集運搬、選別保管処理

●諏訪南行政組合負担金（ごみ処理）

●南諏衛生施設組合負担金

●赤字路線バス対策補助

●道路維持改修工事

●建設資材支給事業

●道路除雪委託

●村単道路改良事業（南原）

●まちづくり交付金事業（道路整備）

●避難場所案内板

●住宅耐震改修事業

533万円

665万円

1,250万円

449万円

1,970万円

1,168万円

1,084万円

8,849万円

7,330万円

400万円

1,524万円

325万円

400万円

490万円

4,500万円

68万円

120万円

人と文化を育む村づくり
●中学生海外ホームステイ事業

●おらほうの村づくり事業

●人づくり視察研修補助事業

●よいしょ祭補助

●小中学校遠距離通学補助

●私立幼稚園通園・就園奨励補助金

●生ごみ処理機脱臭装置改修等、保守点検業務委託

●学童クラブ室建築実施設計

●中学校給食棟地震補強・改修工事、監理業務

●中学校教室棟１階トイレ・管理棟２階トイレ改修工事

●中学校管理棟暖房機設置工事

●学童クラブ

●ＴＴ職員設置費

●ＰＣ室パソコンリース（42台）

●ＡＥＴ派遣事業（費用弁償含）

●ＩＴ講習用パソコン購入（７台）

●放課後子ども事業

●中央公民館耐震補強・トイレ等改修工事、監理委託

●400年史印刷製本

●遺跡発掘調査費

●阿久遺跡整備事業

●美術館アスベスト除去

●美術館内リニューアル（カーテン・ジュータン）

●弓振グランドフェンス設置工事

294万円

225万円

130万円

270万円

164万円

133万円

390万円

228万円

5,085万円

1,782万円

216万円

693万円

358万円

283万円

410万円

111万円

359万円

2,615万円

150万円

998万円

360万円

2,400万円

2,800万円

531万円

環境と共生した活力のある村づくり
●土地改良負担金総合償還対策

●そばコンバイン・乾燥機購入

●農作物安値対策事業

●中山間地域直接支払制度補助

●県営農業用水水源地域保全対策（調査・頭首工台帳整備）

●県営かんがい排水事業新規採択概要書作成

●建設資材等支給事業

●県営田園空間整備事業

●県営中山間地域総合整備事業

●土地改良施設維持管理適正化事業

●農地流動化補助（村単）

●制度資金保証料補給金

●中小企業振興資金利子補給金

●村制度資金預託金

●ペンション・コミュニティ広場整備

●八ヶ岳森の小径整備

●温泉揚湯ポンプ等購入

●自然文化園アスレチック広場整備

245万円

753万円

1,227万円

3,564万円

378万円

164万円

80万円

197万円

423万円

946万円

400万円

900万円

135万円

6,500万円

600万円

200万円

450万円

500万円

その他
●庁舎耐震補強改修工事・監理料

●村有林森林整備事業（流域育成林整備）

●村有林復旧工事（土捨場）

●地域イントラネット運営

●住民税特別徴収システム改修等

●衆議院議員総選挙

●農林業センサス

●土地購入費（旧諏訪バス回転場）

11,758万円

270万円

371万円

952万円

273万円

500万円

113万円

3283万円

科
目
別
の
構
成
比
で
は
、民
生

　
　
　
　

費
が
23
・
３
％
と
最
も
大

き
く
、以
下
、総
務
費
16
・
８
％
、教

育
費
13
・
９
％
、土
木
費
11
・
７
％
、

衛
生
費
９
・
５
％
、公
債
費
８
・
０
％
、

商
工
費
５
・
２
％
、農
林
業
費
４
・

７
％
、消
防
費
４
・
２
％
、議
会
費

１
・
７
％
の
順
と
な
り
ま
し
た
。

性
質
別
構
成
比
で
み
る
と
、

　
　
　
　
　
　
補
助
費
等
が
24
・

８
％
、次
い
で
人
件
費
が
21
・
９
％
、

物
件
費
14
・
９
％
、普
通
建
設
事
業

費
13
・
４
％
、扶
助
費
８
・
１
％
、公

債
費
８
・
０
％
、繰
出
金
５
・
２
％
と

な
っ
て
い
ま
す
。歳
出
予
算
を
前
年

度
と
の
増
減
額
で
み
る
と
、普
通
建

設
事
業
費
が
１
億
３
０
５
４
万
円

の
大
幅
な
増
額
と
な
っ
た
ほ
か
、貸

付
金
、物
件
費
、扶
助
費
、繰
出
金
が

そ
れ
ぞ
れ
増
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。逆

に
減
少
し
た
項
目
と
し
て
は
、人
件

費
が
職
員
減
等
に
よ
り
３
１
８
７

万
円
減
少
し
た
ほ
か
、補
助
費
等
、

公
債
費
が
そ
れ
ぞ
れ
減
少
と
な
っ
て

い
ま
す
。

■
特
別
会
計
・
企

業
会
計

　

平
成
21
年
度
の
特
別
会
計
及
び

企
業
会
計
の
予
算
規
模
は
、６
ペ
ー

ジ
の
表
の
と
お
り
と
な
り
ま
し
た
。

○

特

別

会

計
　

◇
国
民
健
康
保
険
事
業
会
計
は
、医

療
費
の
伸
び
や
特
定
健
診
・
保
健
予

防
事
業
な
ど
の
保
健
事
業
費
を
増
額

し
た
こ
と
に
よ
り
10
・
４
％
増
の
８

億
７
２
０
０
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

◇
国
民
健
康
保
険
直
営
診
療
施
設

勘
定
特
別
会
計
は
、待
合
室
・
診
察

室
等
の
改
修
や
医
療
機
器
購
入
に

伴
い
10
・
１
％
増
の
７
６
０
０
万
円

を
計
上
し
ま
し
た
。

◇
有
線
放
送
事
業
特
別
会
計
は
、平

成
17
年
度
か
ら
５
カ
年
計
画
で
実
施

し
て
い
る
原
山
地
区
ケ
ー
ブ
ル
整
備

事
業
補
助
金
の
21
年
度
分
の
支
出
増

に
よ
り
、22
・
１
％
増
の
４
１
５
０
万

円
を
計
上
し
ま
し
た
。

◇
農
業
者
労
働
災
害
共
済
事
業
特
別

会
計
は
、災
害
補
償
金
に
つ
い
て
、前

年
度
並
を
見
込
ん
だ
た
め
、予
算
総

額
で
も
前
年
度
と
同
額
の
１
１
０
万

円
と
な
り
ま
し
た
。

◇
老
人
保
健
特
別
会
計
は
、昨
年
４

月
か
ら「
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
」へ

移
行
し
た
こ
と
で
、本
年
度
は
20
年

３
月
診
療
以
前
の
医
療
給
付
費
や

医
療
費
支
給
費
と
こ
れ
ら
の
月
遅
れ

請
求
分
に
つ
い
て
支
払
い
事
務
を
行

い
ま
す
。し
た
が
っ
て
、予
算
総
額
は

１
１
０
万
円
と
な
り
、前
年
度
に
対

し
98
・
３
％
の
大
幅
な
減
額
と
な
り

ま
し
た
。

◇
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
は
、

平
成
20
年
度
よ
り
新
た
に
設
置
さ
れ

た
会
計
で
、医
療
給
付
に
関
す
る
申

請
・
届
出
の
受
付
事
務
や
保
険
料
の

徴
収
事
務
を
行
い
ま
す
。予
算
総
額

は
、16
・
６
％
減
の
５
６
７
０
万
円

を
計
上
し
ま
し
た
。

○

企

業

会

計
　

◇
水
道
事
業
会
計
で
は
、建
設
事
業

と
し
て
判
之
木
地
区
配
水
管
布
設

や
原
山
地
区
石
綿
管
布
設
替
工
事

な
ど
を
計
画
し
て
い
ま
す
。資
本
的

収
入
で
下
水
道
事
業
か
ら
の
償
還
金

で
１
６
０
０
万
円
の
増
、資
本
的
支

出
は
下
水
道
事
業
へ
の
貸
付
の
た
め

１
９
６
・
１
％
増
の
１
億
３
３
９
９

万
円
と
な
り
ま
し
た
。

◇
下
水
道
事
業
会
計
で
は
、工
業

団
地
上
マ
ン
ホ
ー
ル
ポ
ン
プ
交
換

７
２
１
万
円
を
計
上
し
て
い
ま

す
が
、村
債
元
利
償
還
金
４
億

６
６
８
５
万
円
が
大
き
い
ウ
エ
イ
ト

を
占
め
て
い
ま
す
。平
成
20
年
度
に

引
き
続
き
、水
道
事
業
会
計
か
ら
の

借
入
れ
や
下
水
道
事
業
基
金
か
ら
の

繰
入
れ
に
よ
り
、高
利
率
の
村
債
の

繰
上
償
還
を
実
施
す
る
た
め
、資
本

的
収
入
及
び
資
本
的
支
出
が
大
幅

な
増
額
と
な
り
ま
し
た
。

土
地
改
良
施
設
維
持
管
理
適
正
化
事
業
の

１
つ
「
農
業
用
た
め
池
し
ゅ
ん
せ
つ
工
事
」


